
　
　
　

方
財
政
は
、
国
の
急
速
な
構
造
改
革

　
　
　

の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
加
え
て
景

気
回
復
が
広
が
り
の
な
い
段
階
で
は
、
都
市

と
の
地
域
格
差
が
あ
き
ら
か
で
、
多
く
の
地

方
自
治
体
で
は
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況

が
い
ま
だ
続
い
て
お
り
、
な
お
一
層
の
行
財

政
改
革
の
着
実
な
推
進
の
も
と
に
財
政
構
造

の
早
期
転
換
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
実
態
に
あ
り
ま
す
。

　

町
の
歳
入
に
つ
い
て
は
、
町
税
は
定
率
減

税
の
廃
止
や
税
源
移
譲
な
ど
で
増
額
と
な
り

ま
す
が
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
主
要
一
般
財

源
が
縮
減
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
源
の

構
造
的
に
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
環
境
で
、
新
た
な
分
権

時
代
に
向
け
、
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
目

標
で
あ
る
、
基
金
に
依
存
し
な
い
財
政
構
造

へ
の
転
換
を
図
る
た
め
に
、
事
務
事
業
ご
と

に
さ
ら
な
る
検
証
を
加
え
、「
選
択
と
集
中
」

に
よ
る
効
率
的
な
行
政
執
行
に
努
め
る
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
民
間
団
体
と
行
政

が
、
今
ま
で
以
上
に
責
任
と
役
割
を
分
担
し

な
が
ら
、
協
働
に
よ
る
新
し
い
仕
組
み
に
よ

る
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
本
年
度
の
予
算
編
成
で

は
、
予
算
枠
を
課
単
位
に
配
分
す
る「
予
算
枠

配
分
方
式
」を
導
入
し
て
、
各
課
の
自
主
性
・

自
立
性
の
確
保
と
職
員
の
自
治
体
経
営
意
識

の
醸
成
を
図
っ
た
う
え
で
、
政
策
の
観
点
か

ら
総
合
的
な
判
断
を
加
え
た
予
算
編
成
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
財
政
の
安
定

化
に
向
け
た
諸
課
題
を
、
町
民
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
地
域
の
民
間
団
体
の
皆
さ
ん
と
行
政

が
協
働
し
て
乗
り
越
え
、
将
来
に
希
望
の
持

て
る
、
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
く
認
識

し
、
今
後
の
行
政
運
営
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、

町
民
皆
さ
ん
並
び
に
議
員
皆
さ
ん
の
特
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

「
四
季
彩
の
ま
ち
・
か
み
ふ
ら
の
〜
ふ
れ
あ
い
大
地
の
創
造
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て　
��
効
率
的
で
持
続
可
能
な
財
政
へ

効
率
的
で
持
続
可
能
な
財
政
へ��
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町
政
執
行
方
針

広報かみふらの 2007.4  �

教育行政執行方針を述べる中澤教育長教育行政執行方針を述べる中澤教育長

町政執行方針を述べる尾岸町長町政執行方針を述べる尾岸町長

教
育
行
政
執
行
方
針

　
　
　

育
の
分
野
に
お
き
ま
し
て
も
、
教
育

　
　
　

基
本
法
の
改
正
や
ゆ
と
り
教
育
の
見

直
し
、
ま
た
教
育
委
員
会
制
度
の
あ
り
方
な

ど
、
教
育
改
革
に
関
す
る
議
論
が
本
格
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
倫
理
観
や
規
範
意
識
を
確
実
に

身
に
つ
け
、
学
力
と
人
格
を
磨
き
、
健
や
か

な
心
身
を
も
っ
て
、　

世
紀
の
社
会
に
大
き

２１

く
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
願
う
心
か
ら
で

す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が

輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
国
の
教

育
の
進
む
べ
き
方
向
や
、
そ
の
あ
り
方
の
動

向
を
注
意
深
く
見
守
る
と
と
も
に
、
命
を
大

切
に
す
る
心
や
思
い
や
り
の
心
、
自
ら
を
律

す
る
心
な
ど
の
「
豊
か
な
心
」
と
「
確
か
な

学
力
」、
そ
し
て
た
く
ま
し
く「
生
き
る
力
」を

持
つ
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
学
校
の
危
機
管
理
や
、
い
じ
め
問

題
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
係
わ
り
、
全
国
的

に
憂
慮
す
べ
き
問
題
が
発
生
し
、
緊
急
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
い
じ
め
」

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
は
絶
対
に
許

さ
な
い
と
い
う
強
い
意
志
の
も
と
、
学
校
、

家
庭
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
協
力
・
連
携
に
よ

り
命
を
大
切
に
す
る
教
育
を
充
実
し
、
い
じ

め
の
根
絶
を
図
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
教
育
に
関
す
る

今
日
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成　
１９

年
度
の
重
点
推
進
項
目
と
し
て
「
あ
い
さ
つ

運
動
」
と
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
運

動
」に
取
り
組
み
、
人
と
人
と
の
心
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
基
本

的
な
生
活
習
慣
の
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

未
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
教

育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
、
子

ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
ち
、

激
動
の
時
代
に
あ
っ
て
も
夢
や
希
望
に
向

か
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
を
育
む
施

策
の
充
実
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。　　

　

教



平成19年度平成19年度

町の全会計の予算総額は町の全会計の予算総額は113億7,776万円113億7,776万円

■ 平成19年度上富良野町各会計予算 ■ （単位：万円）千円単位四捨五入しています

対　比比　較平成１8年度平成１9年度会　計　名

▲ 7.0％▲ 4億6,800万円67億1,800万円62億５,000万円一般会計合計

18.3％2億1,186万円11億５,９６3万円13億7,149万円国民健康保険特別会計

特
別
会
計

1.0％1,112万円11億５,467万円11億6,579万円老人保健特別会計

 0.8％ 270万円3億5,830万円3億6,100万円公共下水道事業特別会計

▲ 9.9％▲ 958万円9,678万円8,720万円簡易水道事業特別会計

▲ 2.3％▲ 1,540万円6億6,940万円6億5,400万円介護保険特別会計

▲ 6.8％▲ 2,000万円2億9,400万円2億7,400万円ラベンダーハイツ事業特別会計

4.8％1億8,070万円37億3,277万円39億1,347万円特別会計合計

 ▲ 1.4％▲ 1,298万円9億1,218万円8億9,920万円病院事業会計公
営
企
業
会
計 9.8％2,805万円2億8,704万円3億1,509万円水道事業会計

1.3％  1,508万円11億9,921万円12億1,429万円公営企業会計合計

▲ 2.3％▲ 2億7,221万円116億4,998万円113億7,776万円総 合 計

当初予算額の推移

40

60

80

100

120

140

160

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（年度）

（
億
円
）

全会計
一般会計

　第４次上富良野町総合計画（平成１１～２０年

度）の最終段階を迎える現時点では、流動的な

地方交付税や少子高齢化・人口減少などによ

り、財政環境の先行きが不透明な状況にあり

ますが、国の動向などを十分見極めながら総

合計画に掲げた「四季彩のまち・かみふらの

～ふれあい大地の創造」の可能な限りの実現

に向けて最大限の努力をしてまいります。

� 広報かみふらの ２００７.４
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【
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
社
会
福
祉
・
地
域
福
祉
の
推
進

○
高
齢
者
福
祉
の
推
進
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
、
在
宅
福
祉
事

業
・
介
護
・
医
療
・
地
域
生
活
支
援
の

推
進
）

○
障
害
者
自
立
支
援
事
業
の
推
進

○
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
施
設
整
備
（
暖
房

ボ
イ
ラ
ー
等
の
更
新
）

○
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
運
営
（
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
子
育
て
支
援
、
療
育
の
推
進
）

　
【
農
業
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
日
豪
F
T
A
交
渉
に
お
け
る
農
畜
産
物

の
関
税
撤
廃
阻
止
運
動
の
推
進

○
農
業
生
産
基
盤
等
の
整
備
（
道
営
事
業
、

演
習
場
周
辺
農
業
用
施
設
等
）

○
農
業
経
営
安
定
対
策
の
推
進
（
品
目
横

断
的
経
営
安
定
対
策
の
推
進
、
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
の
推
進
・

奨
励
作
物
振
興
事
業
の
推
進
）

○
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の
推
進
（
狩
猟
免

許
取
得
の
助
成
）

　
【
森
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
森
林
の
育
成
整
備
（
人
工
造
林
・
除
間

伐
・
下
刈
ほ
か
）

【
商
業
・
工
業
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
商
業
振
興
事
業
の
推
進

○
中
小
企
業
へ
の
事
業
資
金
融
資

【
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
事
業
等
に
よ

る
観
光
客
誘
致

○
地
域
観
光
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
支
援

【
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
健
康
増
進
の
推
進
（
各
種
健
診
に
よ
る

生
活
習
慣
病
の
予
防
活
動
・
学
習
活
動

体
制
の
整
備
）

○
母
子
保
健
事
業
の
充
実

○
国
民
健
康
保
険
事
業
・
老
人
保
健
事
業

の
安
定
的
な
運
営　

○
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
の
推
進

○
町
立
病
院
の
経
営
改
善
の
検
討

【
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
私
立
幼
稚
園
へ
の
支
援

○
中
央
保
育
所
の
整
備
（
屋
上
防
水
）

○
小
・
中
学
校
施
設
・
教
育
施
設
の
整
備

○
特
別
支
援
教
育
の
推
進
（
特
別
支
援
教

育
助
手
の
配
置
）

○
学
校
給
食
の
充
実
（
配
送
車
の
更
新
）

○
上
富
良
野
高
校
の
存
続
要
望
運
動
の
推

進
○
児
童
福
祉
の
推
進
（
放
課
後
プ
ラ
ン
）

○
社
会
教
育
の
推
進
（
公
民
館
講
座
・
図

書
館
の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
の
開

催
）

○
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
東
中
保
育

所
・
旧
清
富
小
学
校
）
の
有
効
活
用

【
豊
か
な
人
材
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
地
域
間
交
流
・
国
際
交
流
の
推
進
（
津

市
・
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
）

少
子
高
齢
化
を
迎
え
、
保
健

少
子
高
齢
化
を
迎
え
、
保
健
・
医
・
医

療
・
療
・
福
祉
・
教
育
の
充
実
を
図
り
、

福
祉
・
教
育
の
充
実
を
図
り
、

一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
、
生
き
が

一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
、
生
き
が

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
す
。

豊
か
な
心
の
人
の
ま
ち

人

農
林
業
、
商
工
業
の
振
興
を
推
進

農
林
業
、
商
工
業
の
振
興
を
推
進

し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活

し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活

力
あ
る

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
す
。

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち

職
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平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成1111111111111111111111111111111111111111199999999999999999999999999999999999999999年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち平成19年度　まちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業事業
　
【
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

○
か
み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
基
本
計
画
の

策
定

【
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
】

○
見
晴
台
公
園
の
有
効
活
用
・
運
営

○
富
町
団
地
町
営
住
宅
の
整
備

【
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
】

○
生
活
水
の
安
定
供
給

○
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
設
備
等
の
維
持

管
理

○
ゴ
ミ
減
量
化
・
ゴ
ミ
分
別
の
推
進

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
安
定
稼
動
と
適

正
な
維
持
管
理

○
合
併
浄
化
槽
設
置
へ
の
助
成

【
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
基
本
ル
ー
ル

「（
仮
称
）
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定

○
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
（「
広

報
か
み
ふ
ら
の
」「
防
災
か
み
ふ
ら
の
」

「
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
出
前
講
座
」

な
ど
に
よ
る
情
報
提
供
）

○
広
聴
活
動
の
推
進
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
、
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
、
町
長
と

語
ろ
う
の
実
施
）

○
自
治
活
動
の
推
進
（
住
民
自
治
活
動
推

進
交
付
金
・
自
治
活
動
奨
励
事
業
補
助

金
に
よ
る
自
治
活
動
の
奨
励
）

【
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
地
域
安
全
の
推
進
（
関
係
機
関
等
と
の

連
携
）

○
交
通
安
全
の
推
進
・
啓
発

○
住
民
相
談
窓
口
の
充
実
（
消
費
生
活
相

談
、
法
律
相
談
）

○
町
国
民
保
護
計
画
の
推
進

○
自
主
防
災
組
織
の
再
編
成
支
援
に
よ
る

地
域
防
災
力
の
強
化

○
消
防
機
能
の
強
化
（
高
所
救
助
作
業
車

の
導
入
）

○
除
排
雪
の
実
施

【
広
が
り
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
道
路
・
橋
梁
の
整
備
と
適
正
な
維
持
管

理
○
町
営
バ
ス
の
運
行
（
通
勤
・
通
学
、
生

活
路
線
の
確
保
、
老
朽
車
両
の
更
新
）

【
行
政
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
第
５
次
町
総
合
計
画
の
策
定

○
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
着
実
な
推
進

○
行
政
組
織
機
構
改
革
に
よ
る
効
率
的
な

行
政
運
営
（　

課　

班
体
制
に
改
編
）

１０

22

○
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
効
率
的
な
行

政
運
営
の
推
進

○
納
税
環
境
の
改
善
及
び
税
収
の
確
保

（
コ
ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス
テ
ム
整
備
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
条
例
の
適
正

運
用
）

○
広
域
連
合
の
検
討
（
富
良
野
広
域
連
合

準
備
委
員
会
に
よ
る
一
部
事
務
組
合
・

国
保
・
介
護
保
険
な
ど
）

○
陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地
の
現
状

規
模
堅
持
に
向
け
た
要
請
活
動
の
展
開

（
自
衛
隊
関
係
協
力
団
体
と
の
連
携
）

生
活
環
境
な
ど
の
居
住
環
境
を
整

生
活
環
境
な
ど
の
居
住
環
境
を
整

備
し
、
安
全
で
ゆ
と
り
あ
る

備
し
、
安
全
で
ゆ
と
り
あ
る
ま
ち
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

住
み
よ
い
快
適
な
ま
ち

住

　

町
民
参
加
に
よ
る
協
働
の

町
民
参
加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

共
に
創
る
ま
ち

共
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平成19年度の町の予算は、

町の行政ホームページ及

び町政情報提供コーナー

でご覧いただけます。

■詳しいことは、

　総務課企画財政班

　��6980

平成19年度予算が、3月議会で審議され決定しました。
予算は、これから1年間のまちの『お金の使い道』であり、
私たちのまちづくり、暮らしのための身近なお金です。
本年度の予算の特徴と主な使い道についてお知らせします。円です（前年対比△7.0%）

収 入収　入
自
主
財
源

自
主
財
源
（

・
5
%
）

（　

・
5
%
）

2626

町税町税 10　10億5,668万円(16.9%)億5,668万円(16.9%)

繰入金　9,827万円(1.6%)

諸収入　2億1,072万円(3.4%)

使用料・手数料　1億3,107万円(2.1%)

繰越金　6,000万円(1.0%)

分担金・負担金　8,426万円(1.3%)

財産収入、寄付金　1,265万円(0.2%)

依 
存 
財 
源
（　

・
5
%
）

73

地方交付税　26億8,500万円(43.0%)

国庫支出金　7億5,707万円(12.1%)

町債　2億8,360万円(4.5%)

道支出金　4億1,878万円(6.7%)

その他交付金　2億8,870万円(4.6%)

地方譲与税　1億6,320万円(2.6%)

歳入の内容
町民の皆さんが、納めている税金
です。町民税､固定資産税､軽自動
車税、たばこ税などがあります｡
町税は町自ら調達できる自主財源
の一つで、町が自主的な行政活動
をするための基礎となる財源です｡
町民１人あたり　86,000円

町　税

財源調整のためや公共施設整備な
どその目的にあった事業を行うた
めに､町が積み立てている基金（貯
金）からの取崩金です｡
町民１人あたり　8,000円

 繰入金

自治体間の財源の不均衡を調整し、
全ての自治体が一定水準の行政レ
ベルを維持できるよう国が集めた
国税の一定割合が地方自治体に交
付されます。本町の歳入の構成は
地方交付税の割合が高いため､国の
財政政策に影響されやすい財源構
造となっています｡
町民１人あたり　219,000円

地方交付税

特定の事業の経費に充てるために、
国や北海道から交付される補助金
や負担金のことです｡
国庫支出金の中には、本町に自衛
隊駐屯地や演習場があることに
よって交付される防衛省関係補助
金が総額で5億8,464万円含まれて
います｡（7頁別表参照）
町民１人あたり　96,000円

国庫支出金
道支出金

施設の建設や土木工事など、多額
の経費を必要とするときの国や金
融機関からの借入金です｡
町民１人あたり　23,000円

町　債

残　　高区　　分

94億2,084万円一般会計

 7億　691万円 簡易水道事業特
別
会
計

３2億2,193万円 公共下水道事業

       7,601万円 ラベンダーハイツ事業

  1億1,826万円 病院事業企
業
会
計 9億4,585万円 水道事業

144億8,980万円合　　計

■町債（借金）残高 平成19年度末予定　　金　額基金の種類

5億2,318万円  財政調整基金　
財
政
調
整
分 4億6,290万円  減債基金　

２億   290万円  公共施設整備基金

特
定
目
的
分

2,206万円  農業振興基金
5,942万円  十勝岳地区開発事業基金
533万円  科学技術奨励賞基金　
8,666万円  国内外交流推進基金

2億4,007万円  国営土地改良事業負担金基金
546万円  子ほめ基金

１億8,500万円  地域福祉基金
17億9,298万円 一般会計合計

■基金（貯金）残高 平成19年度末予定

 ※グラフの（ ）は、予算構成比です。 ※グラフの（　）は、予算構成比です。
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■ 防衛省関係補助金等一覧 [一般会計分] ■
補助金額事　業　名補助事業名
650万円道路側溝整備(富原地区 他)

特定防衛施設周辺整備調
整交付金事業

3,150万円消防車両購入(高所救助作業車)
1,450万円教育用コンピューター整備(上富良野中学校)
1,850万円扇町通り改良舗装
450万円セントラルプラザボイラー更新
450万円農産物加工実習施設ボイラー更新
600万円給食配送車購入
5,416万円演習場周辺農業用施設設置助成(農業用機械購入)防衛施設周辺民生安定施設整備事業
922万円北２４号道路舗装補修

防衛施設周辺障害防止事
業

1億4,214万円北２４号排水路支線整備
3,607万円中の沢排水路整備
3,333万円東1線排水路整備

1億2,911万円南部地区土砂流出対策上富良野演習場障害防止
事業 9,218万円演習場進入路舗装補修

244万円騒音防止対策事業関連維持費
（保育所、小・中学校の電気料）防音事業関連維持費

5億8,464万円合　 　計

町民１人当たりの額は、平成１9年3月31日現在、
12,270人で算出しています。(※千円未満四捨五入)

平成19年度
一般会計予算額は集特

給与費の合計は、 給与費の合計は、１0億9,148万円１0億9,148万円です。です。
※歳出グラフの中に、給与費(内数)が含まれています。 ※歳出グラフの中に、給与費(内数)が含まれています。

歳出の内容
土木費　町民1人あたり　
　　　　　　95,000円
【道路、河川、都市計画、公園、
　公営住宅など】

公債費　町民1人あたり
　　　　　　92,000円
【借金の返還金など】

衛生費　町民1人あたり
　　　　　　82,000円
【健康管理、ごみ処理、上水道など】

民生費　町民1人あたり
　　　　　　　67,000円
【高齢者及び障がい者福祉、
   子育て、保育所など】

総務費　町民1人あたり　
　　　　　　　51,000円
【全般的な管理経費、戸籍、課税、
　選挙、交通安全など】

教育費　町民1人あたり
　　　　　　38,000円
【学校、社会教育、給食センターなど】

農林業費　町民1人あたり
　　　　　　36,000円
【農林業の振興、農業委員会活動など】

消防費　町民1人あたり　
　　　　　　24,000円
【消防活動など】

商工費　町民1人あたり　
　　　　　　17,000円
【商工業の振興、企業誘致など】

議会費　町民1人あたり　
　　　　　　　　7,000円
【議会活動など】

諸支出金　町民1人あたり
　　　　　　　1,000円
【教員及び職員住宅建設に伴なう返還金など】

62億5,000
支 出支　出

総務費 6総務費 6億2億2,539,539万円(10.0%)万円(10.0%)

民生費 8億2,244万円(13.2%)民生費 8億2,244万円(13.2%)

衛生費 10億595万円(16.1%)

商工費商工費 2億530万円(3.3%)2億530万円(3.3%)

消防費消防費 2億9,244万円(4.72億9,244万円(4.7%%))

予備費1,000万円(0.2%)

諸支出金 1,091万円(0.2%)

労働費 56労働費 56万円(0.0%)万円(0.0%)

教育費 4教育費 4億6,137万円(7.4%)億6,137万円(7.4%)

土木費 11億6,280万円(18.6%)

公債費 11億2,531万円(18.0%)

議会費 8議会費 8,,412万円(1.3%)412万円(1.3%)

農林業費 4農林業費 4億4,342万円(7.1%)億4,342万円(7.1%)

うち給与費うち給与費
1億2,123万円 1億2,123万円

うち給与費うち給与費
1億1,455万円 1億1,455万円

うち給与費うち給与費
7,853万円 7,853万円

うち給与費うち給与費
4億309万円 4億309万円

うち給与費うち給与費
1億6,134万円 1億6,134万円

うち給与費うち給与費
1億5,282万円 1億5,282万円

うち給与費うち給与費
3,492万円 3,492万円

うち給与費うち給与費
2,500 2,500万円万円
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特 集

厳
し
さ
増
す
ま
ち
の
台
所
事
情

厳
し
さ
増
す
ま
ち
の
台
所
事
情　
　

で
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識
を

も
っ
て
予
算
編
成
作
業
に
参
画
し
て
進
め
て

き
ま
し
た
。　

ま
た
、
町
長
が
政
策
判
断
を
加

え
、
予
算
化
で
き
る
「
政
策
調
整
枠
」
を
新

設
し
て
総
合
的
に
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
人
件
費
や
物
件
費
な
ど
総

体
的
に
各
経
費
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
か
ら
、
各
種
基
金
（
貯
金
）
の
取
り
崩

し
額
は
、
前
年
度
よ
り
約
1
億
7
千
万
円
減

の
9
千
8
百
万
円
と
し
、
繰
越
金
に
つ
い
て

も
前
年
度
よ
り
3
千
万
円
減
額
し
て
収
支
均

衡
を
図
り
ま
し
た
。　

　

本
年
度
の
予
算
の
内
容
を
見
て
み
ま
す

と
、
収
入
で
は
全
体
の　

・
5
％
が
依
存
財

73

源
、
い
わ
ゆ
る
国
・
道
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
や
補
助
金
な
ど
で
占
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
町
の
財
政
構
造
は
国
の
財
政

政
策
に
影
響
さ
れ
や
す
い
し
く
み
に
な
っ
て

お
り
、
と
り
わ
け
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

横
ば
い
あ
る
い
は
縮
減
方
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
収
入
全

体
の　

・
9
％
に
し
か
過
ぎ
ず
、
ま
だ
ま
だ

16

景
気
回
復
に
よ
る
増
収
は
見
込
め
な
い
状
況

に
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
支
出
に
お
い
て
も
人
件
費（
職
員
給

与
費
な
ど
）
や
公
債
費
（
今
ま
で
の
借
金
）

な
ど
義
務
的
経
費
が
全
体
の　

・
7
％
を
占

43

め
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
充
て
る
経
費

の
割
合
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
毎
日
の
よ
う
に
各
地
の
自
治
体
の

財
政
問
題
が
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
ま

す
が
、
本
町
に
お
い
て
も
常
に
危
機
感
を
持

ち
、
行
財
政
改
革
の
め
ざ
す
、「
持
続
可
能
な

財
政
構
造
へ
の
転
換
、
基
金
に
依
存
し
な
い

財
政
運
営
」の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
着

実
に
行
財
政
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

基
金
に
依
存
し
な
い

財
政
運
営
を
め
ざ
し
て

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、　

億
５
千
万
円

６２

で
、
前
年
対
比　

％
の
減（
４
億
６
千
８
百
万

７．０

円
減
）で
、
平
成　

年
度
か
ら
４
年
連
続
で
前

１６

年
度
予
算
を
下
回
る
「
緊
縮
型
予
算
」
と
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
の
予
算
の
特
徴
は
、
歳
入
（
収
入
）

で
は
、
町
税
が
前
年
度
よ
り
約
１
億
５
千
６

百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

国
の
「
三
位
一
体
改
革
」
に
よ
る
も
の
で
、

税
源
が
国
か
ら
各
市
町
村
に
移
譲
さ
れ
た
結

果
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
が
増
え
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
今
ま
で
所
得
税
と
し
て
国
に
納
め

て
い
た
税
金
の
一
部
が
、
町
に
町
税
と
し
て

納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
従
来
の
国

か
ら
各
市
町
村
へ
交
付
さ
れ
て
い
た
所
得
譲

与
税
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
出
（
支
出
）
で
は
大
型
事
業
（
国

営
事
業
負
担
金
一
括
償
還
、
道
路
・
橋
梁
整

備
、
見
晴
台
公
園
整
備
な
ど
）が
終
了
し
た
こ

と
や
行
財
政
改
革
に
よ
り
人
件
費
を
は
じ
め

と
す
る
各
経
費
の
縮
減
を
図
っ
た
こ
と
で
、

ほ
と
ん
ど
の
支
出
科
目
に
お
い
て
前
年
度
よ

り
減
額
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
新
規
事
業
と
し
て
は
、
教
育
関

連
で
上
富
良
野
中
学
校
の
「
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
整
備
」、「
上
富
良
野
小
学
校
・
中

学
校
の
整
備
」、
放
課
後
児
童
の
安
全
な
居
場

所
づ
く
り
の
た
め
の
「
放
課
後
プ
ラ
ン
」、
農

業
関
連
で
は
、
農
地
、
水
路
、
農
道
等
の
維

持
・
長
寿
命
化
を
目
的
と
し
た
共
同
管
理
活

動
支
援
と
し
て
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
」
を
、
ま
た
、
利
便
性
を
高
め
る
た

め
コ
ン
ビ
ニ
で
納
税
で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
収

納
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
な
ど
の
予
算
措

置
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
率
的

な
行
政
執
行
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�
4
年
連
続
で
前
年
対
比
減
の

　
『
緊
縮
型
』�

『
選
択
と
集
中
』に
よ
る

予
算
編
成

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
町
の
行
財
政

改
革
実
施
計
画
の
目
標
で
あ
る
平
成　

年
度

20

に
は
基
金
（
貯
金
）
に
依
存
し
な
い
収
支
均

衡
の
取
れ
た
財
政
運
営
を
基
本
に
据
え
、
予

算
編
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
は
従
来
の
事
務
事
業
予
算
の
一

律
削
減
、
い
わ
ゆ
る「
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ

方
式
」
を
改
め
、
新
た
な
手
法
と
し
て
「
予

算
枠
配
分
方
式
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
方
式
は
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、

公
債
費
な
ど
）
を
除
い
た
裁
量
的
経
費
を
対

象
に
一
定
率
を
乗
じ
た
予
算
枠
を
各
課
に
配

分
す
る
も
の
で
、
各
課
に
お
い
て
は
そ
の
枠

の
中
で
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
各
事
務
事

業
の
優
先
度
や
必
要
度
に
応
じ
て
、
主
体
的

に
判
断
し
て
予
算
を
積
み
上
げ
て
い
く
も
の

　1

　2

　3

　4

　5

（
億
円
）

H15 （年度）

年度別基金（貯金）取崩し額

特定目的
基金

財政調整
的基金

H16 H17 H18 H19

広報かみふらの 2007.4  �



平成１9年度の行財政改革の主な見直し内容
見 直 し 予 定 額 内　　　容　項　目

670万円

●議員定数の削減（１８人⇒１４人、次期選挙から【平成１９年８月予定】）

行政委員会・
附属機関等の
見直し

●附属機関等の見直し（学校給食センター審議会廃止。総合計画審議会委員数
　【３０人⇒１５人】削減）

●議員・委員旅費(費用弁償)の見直し【宿泊料・日当引下げ】

●道外研修の廃止（農業委員・民生児童委員）

6,630万円

●退職職員の不補充、職員定数適正化計画の前倒し(214人⇒208人)

人件費の抑
制

●諸手当の見直し（期末手当加算額の凍結、管理職手当の定額化、特殊勤務手当　
　の廃止・定額化、時間外勤務手当の縮減）

●選挙投・開票事務(時間外勤務手当)の報酬化

●勤務時間の見直し（週３８時間４５分⇒週４０時間）

●臨時職員の任用縮減、パート化

4,970万円

●旅費の見直し(宿泊料、日当引下げ)
経常経費の
削減

●交際費、食料費、通信運搬費、消耗品等の縮減

●施設管理委託経費の縮減見直し

3,830万円
●西保育所の民間移譲民間活力の

活用 ●指定管理者制度による施設管理(新規：見晴台公園)

1,070万円

●行政推進事務交付金・自治活動推進研修事業補助・地区敬老会
　交付金等（⇒住民自治活動推進交付金へ統合移行）

補助の見直し

補助金等の
整理合理化

●明るい選挙推進協議会交付金（⇒町選管啓発事業へ移行）

●学校給食費徴収事務取扱交付金（⇒学校給食会事業へ移行）

●スズメ蜂駆除費補助（⇒全額自主駆除へ移行）

●地力増進対策推進事業補助（⇒民間団体事業へ移行）

●北の大文字イベント事業補助（⇒観光諸行事負担へ移行）

地域福祉推進事業補助、ボランティアの町づくり事業補助、児童
入所委託施設運営費補助、奨励作物振興事業補助、遠距離通学者
（冬季）部活動交通費補助、私立幼稚園特別活動振興補助、自主
企画芸術鑑賞事業補助、女性リーダー養成補助、スポーツ教室開
催補助、B&G体験航海派遣事業補助

補助の縮減

町職員互助会、民生児童委員会、町社会福祉協議会、町老人クラ
ブ連合会、富良野地方自衛隊協力会上富良野支部、町アグリパー
トナー協議会、島津地区道営経営体育成基盤整備事業促進期成
会、町学校給食会、いしずえ大学自治会、町青少年団体協議会、
ボーイスカウト、町PTA連合会、町体育協会

（団体分）

介護保険料所得段階による受益者負担新設【無料⇒2,000～8,000円】緊急通報システム受益者負担
の適正化 各公共施設使用料設定基準の是正見直し（１５施設）施設利用料

コンビニ収納（納入）サービス導入【町税、国保税、上下水道料金】収納環境の向上徴収対策の
強化 滞納者への行政サービス制限開始（58事業対象）徴収対策の強化

■　平成18年度行財政改革実施計画の進捗状況については、広報かみふらの7月号でお知らせします。

� 広報かみふらの ２００７.４


